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ABSTRAK 

 

Altaria Kalida Goniyun. 2023. Analisis Makna Adjektiva Omoi (重い) sebagai 

Polisemi dalam Kalimat Bahasa Jepang. Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta.  

 

Di dalam bahasa Jepang, terdapat banyak kata yang memiliki makna lebih 

dari satu atau yang disebut dengan polisemi. Salah satu contoh kata yang 

berpolisemi adalah adjektiva omoi. Makna dasar dari adjektiva omoi adalah berat, 

namun selain ‘berat’ adjektiva omoi juga memiliki beberapa makna lain. Penelitian 

ini bertujuan untuk mengetahui jenis nomina dan verba apa saja yang dapat melekat 

dengan adjektiva omoi dan mempengaruhi terjadinya perluasan makna pada 

adjektiva omoi, serta majas apa saja yang mempengaruhi terjadinya perluasan 

makna pada adjektiva omoi. Metode penelitian menggunakan metode deskriptif 

kualitatif dengan teknik pengumpulan data berupa metode dokumentasi dan studi 

kepustakaan. Teknik analisis data melalui tahapan pemilahan makna, penentuan 

makna dasar, pendeskripsian hubungan antar makna, dan yang terakhir adalah 

kesimpulan. Teori yang digunakan pada penelitian ini antara lain adalah teori 

mengenai nomina, verba, makna perluasan, dan teori mengenai majas atau gaya 

bahasa pada polisemi, dan teori mengenai langkah-langkah dalam menganalisis 

polisemi. Berdasarkan hasil analisis, diketahui bahwa adjektiva omoi memiliki 13 

makna. Makna dasar dari adjektiva omoi adalah ‘berat’, makna perluasannya antara 

lain ‘parah’, ‘serius’, ‘penting’, ‘lambat’, ‘tebal’, ‘tinggi’, ‘keras’, ‘kuat’, ‘posesif’, 

‘membebani’, ‘menunduk/tertunduk’, dan ‘diberikan jabatan/posisi yang penting’. 

Perluasan makna yang terjadi pada adjektiva omoi dipengaruhi oleh 3 jenis majas, 

yaitu metafora, metonimi, dan sinekdoke. 

 

Kata Kunci: Polisemi, Adjektiva Omoi, Makna Dasar, Makna Perluasan, Nomina, 

Verba, Majas
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ABSTRACT 
 

Altaria Kalida Goniyun. 2023. Analysis of the Meaning of Omoi (重い) Adjective 

as Polysemy in Japanese Sentences. Thesis. Japanese Language Education Study 

Program. Faculty of Language and Art. State University of Jakarta 

 

In Japanese, there are many words that have more than one meaning, which 

is called polysemy. One example of a polysemous word is the omoi (重い) adjective. 

The basic meaning of the omoi adjective is heavy, but besides ‘heavy’, the omoi 

adjective also has several other meanings. This study aims to find out what types of 

nouns and verbs that can be placed with the omoi adjective and affect the expansion 

meaning in omoi adjective, and what figures of speech can affect the expansion 

meaning in omoi adjective. The research method used a qualitative descriptive 

method with data collection techniques in the form of documentation and literature 

study methods. The data analysis technique goes through the stages of sorting 

meaning, determining the basic meaning, describing the relationship between 

meanings, and the last is drawing conclusion. The theories used in this research 

include theories about nouns, verbs, expansion meaning, figures of speech on 

polysemy, and theories about steps in analyzing polysemy. Based on the results of 

the analysis, the omoi adjective has 13 meanings. The basic meaning of the omoi 

adjective is ‘heavy’; the expansion meanings are ‘severe’, ‘serious’, ‘important’, 

‘slow’, ‘thick’, ‘tall’, ‘hard’, ‘strong’, ‘possessive’, ‘burden’, ‘bow’, and ‘give an 

important position’. The expansion meaning that occurs in omoi adjective was 

influenced by 3 types of figures of speech, such as metaphor, metonymy, and 

synecdoche. 

 

Keywords: Polysemy, Omoi Adjective, Basic Meaning, Expansion Meaning, 

Nouns, Verbs, Figure of Speech



 
 

vi 
 

日本語の文章における多義語として「重い」と言う形容詞の意味の分析 

 

ジャカルタ国立大学 

Altaria Kalida Goniyun 

altariakg@gmail.com 

 

概要 

 

A. 背景 

言語はコミュニケーションの主な手段であるため、人間の生活

において重要な役割を果たしている。Sudjianto と Dahidi (2012:65) 

によると、言語はアイデア、思考、感情、意見を他の人に伝える方

法として使用される。言語を理解するための重要な要素の一つは、

単語の意味を理解することである。意味を研究する科学は意味論で

ある。 

日本語の文章の言葉はインドネシア語に訳されると意味はよく

拡張する。同じ言葉でも、意味は一つ以上である。意味論的には多

義語と呼ばれる。多義語には基本義と転義がある。町田と籾山 

(Sutedi 2011: 163) によると、単語に多義語があるかどうかを調べる

には 3つの方法がある。その3つの方法は、意味の選択を決定する

こと、基本義を決定すること、そして3つの品詞のタイプを通じて

意味間の関係を説明することである。 

多義語の例として「重い」という形容詞がある。「重い」の基

本義は重量が相当あるが、文章の中に「重い」が含まれる場合、文

章によって意味が変化する。日本語学習者は通常、「重い」形容詞

の基本義しか知っていて、転義は知らない。したがって、「重い」

形容詞の翻訳と使用の誤解を避けるため、「日本語の文章における

多義語として「重い」の意味の分析」という研究を行うことにした。 

mailto:altariakg@gmail.com
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B. 問題提供 

1) 「重い」形容詞にはどのような名詞を組み合わせることができ

るか。 

2) 「重い」形容詞にはどのような動詞を組み合わせることができ

るか。 

3) 日本語の文における「重い」形容詞が含まれた比喩はどうか。 

C. 解決 

 この研究は言語学の範囲内であり、2022年3月から2023年7月ま

で行った。使用された理論は、書籍、雑誌、関連文書から入手した

ものである。この研究では、ドキュメンテーションと文献研究方法

の形でデータ収集技術を備えた定性的記述方法を使用した。本研究

で用いるデータ分析手法は、意味の整理、基本的な意味の決定、意

味間の関係の記述、結論の導き出しである。 

 使用されるデータ ソースは、デジタル新聞、デジタル記事、デ

ジタル辞書、およびいくつかのオンライン Webサイトから取得した

文例である。研究者は36の実例を集められた。その36の文章では13

の意味がある。集められた36の実例を分析した結果、以下は「重

い」形容詞の名詞と品詞の表である。 

 

 

番号 

 

 

意味 

名詞の種類 品詞の種類 

具体

的な

もの 

抽象

的な

もの 

複合

名詞 

隠喩 換喩 提喩 

1. 重い ✓ ✓ - - - - 

2. 厳しい - ✓ - ✓ - - 

3. 重要 - ✓ - ✓ - - 

4. 厚い ✓ - - ✓ - - 

5. 高い - ✓ - ✓ - - 

6. 硬い - ✓ ✓ ✓ - - 

7. 強い ✓ ✓ ✓ ✓ - - 
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以下は「重い」形容詞の名詞と品詞の表である。 

 

 研究の結果に基づいて、分析された 36 の実例から、「重い」形

容詞に配置できる名詞は 3 種類、動詞は 8 種類あることがわかる。

そして、「重い」形容詞の転義に影響を与える品詞には3種類があ

8. 独占欲 ✓ ✓ ✓ ✓ - - 

9. 深刻 - - - - - - 

10. 遅い - - - - - - 

11. 負担 - - - - - - 

12.  頭を下げる - - - - - - 

13. 重要な地位を

与えられた 

- - - - - - 

 

 

番

号 

 

 

意味 

動詞の種類 品詞の種類 

自

動

詞 

他

動

詞 

感覚

動詞 

思 考 

動 詞 

知覚

動詞 

継続

動詞 

複合

動詞 

連

用

形 

隠

喩 

換

喩 

提

喩 

1. 重い - - - - - - - - - - - 

2. 厳しい - ✓ ✓ - - - - - ✓ - - 

3. 重要 - - - - - - - - - - - 

4. 厚い - - - - - - - - - - - 

5. 高い - - - - - - - - - - - 

6. 硬い ✓ - - - - - - - ✓ - - 

7. 強い - - - - - - - - - - - 

8. 独占欲 - - - - - - - - - - - 

9. 深刻 - ✓ - ✓ - - ✓ ✓ ✓ - - 

10. 遅い ✓ ✓ - - ✓ - - - - ✓ - 

11. 負担 ✓ - - - - ✓ - ✓ ✓ - - 

12.  頭を下げる ✓ - - - - - - ✓ ✓ - - 

13. 重要な地位

を与えられ

た 

- ✓ - - - - - ✓  - ✓ 
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る。合計26の文が隠喩の品詞が影響された。3つの文が換喩の品詞

が影響された。次に2つの文が提喩の品詞が影響された。 

重い形容詞の分析の例で、以下は隠喩の品詞を含む文の例である。 

1) トランプ次期米大統領は、海外に生産拠点を移す企業には重い

関税を課す考えを示した。 

上の文では、名詞「関税」に形容詞「重い」が付いている。

「関税」という名詞は抽象的なものの種類に含まれる。この文

の｢重い｣という形容詞の意味は「高い」である。多義語として

分析をしたら、この文の｢重い｣形容詞の意味は変化していた。

｢重い｣の意味から「高い」の意味になる。｢重い｣と「高い」は

言葉のイメージが似ている。どちらも通常の制限を超える重量

を持っている。その分析をもとに、この転義は隠喩が影響され

た。 

以下は換喩の比喩を含む文の例である。 

2) 車がなんとなく重く感じる時はタイヤの空気圧が低い可能性が

ある。 

上の文では、動詞「感じる」に形容詞「重い」が付いている。

「感じる」という動詞は自動詞や知覚動詞の種類に含まれる。

この文の｢重い｣形容詞の意味は「遅い」である。多義語として

分析をしたら、この文の｢重い｣形容詞の意味は変化していた。

｢重い｣の意味から「遅い」の意味になる。｢重い｣と「遅い」は

言葉のイメージが似ている。どちらも通常のサイズよりも重量

が大きく、移動できるように多くの努力が必要になる。この文

で起こる意味の変化は時間に関連している。その分析をもとに、

この転義は換喩が影響された。 
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以下は提喩の比喩を含む文の例である。 

3) 後、一層重く用いられて家老となり、食禄千五百石を給せられ

た。 

 上の文では、動詞「用いられて」に形容詞「重い」が付いて

いる。「用いられて」という動詞は他動詞や連用形動詞の種類

に含まれる。これは「て」形の活用によって示される。この文

における「重く使用される」から「重要な地位を与えられる」

への転義は、提喩の品詞を影響される。 一般的に「重い」の意

味が、「重要な地位を与えられた」という具体的な意味に変化

する。  

D. 結論 

 36の文章中では13の意味「1つ基本義、12転義」があることを発

見した。1つの意味は、「重い」の基本義、つまり重量が相当あ

る。転義である他の12の意味は、「厳しい」、「深刻」、「重

要」、「遅い」、「厚い」、「高い」、「硬い」、「強い」、「独

占欲」、「負担」、「頭を下げる」、「重要な地位を与えられ

た」。「重い」形容詞が付く名詞の種類が普通名詞であることがわ

かる。普通名詞の種類には、「具体的なもの」、「抽象的なも

の」、「複合名詞」がある。名詞以外に、「重い」形容詞が付く動

詞は8種類がある。これらの種類の動詞には、「自動詞」、「他動

詞」、「複合動詞」、「感覚動詞」、「思考動詞」、「知覚動

詞」、「継続動詞」、「連用形」などがある。 

「重い」形容詞を含む実礼36件を分析した結果、そのうち5件は基

本義であり、意味間の関係は分析できなかった。拡張された意味を

持つ31の実例について、意味関係の分析を行った。合計26の文が隠

喩の品詞が影響された。3つの文が換喩の品詞が影響された。次に2

つの文が提喩の品詞が影響された。
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